未発表資料 小川未明・坪田譲治書筒 : 翻刻と解題 by 山根 知子









































































































［葉書裏面］缺席届け、あのはがきと同時に学校の方へ送りました。花も散ってしまって、若葉の時節が来ました。もうとっくにお帰りになってゐるものだと思ってゐましたところ、今あなたの手紙に接してあなたの身 上を案じ す。静かに お躰を御養生なさいまし。 晩春の海、 松林、 〔三字不明〕 逍遥なさったら、きっと初夏の時分 でには完全に御健康になられるこ ゝ信じてゐます。私にはあのナザンスキ
（注１）
イの人生観が身にしみて切な















































































































































































































































































































































〈第一葉〉その後いがゞお暮らしで御座いますか。この頃毎朝小鳥の放送を聞いてゐますが、静かな湖畔の風景はどんなにかいゝことでせう。早速ですが、三十一日その後の経過を知らうと思って童話春秋社へまゐり篠崎氏に面會しました。その節他からの意見でもあり、未明全集としては、社の者に相應しくないし、童話全集に改めてくれないか いふ です。一應尤もと感じま たが、既に未明童話集があり、小生の初志は全集にあった で、考へ直さなければならなくな ま た。今度 ことは、童話春秋社が三週
ママ
年紀念として、これまでの型を破り、立派なものを出すと





























































































































































































































　　 　　　 　　 　　　　　　
未明忌世話人会。
　　 　 　 　　　　
奈街。
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坪田譲治




























　　 　 　　 　　　　
坪田譲治











































































































は、譲治が随筆で、初めて訪れた頃の未明の様子 ついて「年少の私はその頃まだ文学的な作品一つ書 いなかった。言う迄もないことであるが、先生はそれでも私を一人の作家ででもあるように対応せられた」 （ 「わが師・わが友」 『新潮』 一九四六 （昭和二十一）年四月号）と書いていた。それは、今回 書簡で「君の強い思想と作物に接する心を期待し ゐます」 「私は君のことを思ってゐ 日 ないのです」 （書簡
Ｏ４）という
譲治の内面に信頼と期待を寄せる強 思 として表さ ており、注目に値する。　
次に、譲治の卒業後から大正末頃までの関係をみると、譲治






















譲治は未明の足の不自由さを心配しながら 当時六十九歳る譲治が「雑談 むつかし」いほどの難聴に苦しむために、未明文学賞の選考委員 辞退について未明に許しを請う状況になっていたことが知られる。　
なお、譲治は未明の逝去した一九六一（昭和三十六）年五月
に葬儀委員長をつとめた 、そ のちの書簡
Ｏ
19から、当時
八十歳の譲治は、かつて葬儀委員長をつとめた立場から師へ感謝と使命感をも 未明忌に参加していた 思われる。
